
令和４(2022)年度 輝く“とちぎ”づくり表彰 受賞取組概要 

【最優秀賞】 

取組名・団体名 取組の概要 

◯渡良瀬川源流域の森再生プロジェクト 
・特定非営利活動法人足尾に緑を育てる会 

 

【取組開始】 ・平成８(1996)年５月 

【主な活動】 ・足尾銅山の鉱毒により荒廃した足尾の山への植樹・生育環境の整備・維持 

       ・小・中学生や植樹希望者への植樹体験の提供 

       ・環境問題を考えるパネル展や講演会・シンポジウム、フィールドワーク等の実施 

【主な成果】 ・荒廃した山に実際に木を植えることを通して、環境問題への関心が芽生えた。 

・植樹体験により緑化以外の身近な環境問題についても考えるきっかけを作った。 

・荒廃裸地化した急斜面に木を植えることで、災害を防止に寄与した。 

 

【優秀賞】 

取組名・団体名 取組の概要 

○ラジオで発信！多文化共生のまちづくり 
・TABUWATA（タブワタ） 
・株式会社宇都宮コミュニティメディア 

 

【取組開始】   ・平成29（2017）年９月 
【主な活動】                ・宇都宮コミュニティ FM「ミヤラジ」で外国人住民が主体的に関わる多言語放送を実施 

し、防災情報等を発信 
・不特定多数へ発信するラジオにより、多文化共生へ興味を持つきっかけを作る。 

【主な成果】    ・災害時に備えた日ごろからの多言語放送の必要性等に対する理解を深めてもらえた。 
・誰もが暮らしやすい、多文化共生の地域づくりに寄与した。 
・防災訓練での多言語放送を実現した。 

○SDGs でこどもを応援 
・特定非営利活動法人栃木県こども応援なないろ 
・一般社団法人栃木県若年者支援機構 

 ・特定非営利活動法人フードバンクうつのみや 
・タキヤ会議 
・宇都宮海星女子学院中学校・高等学校 

【取組開始】 ・令和３(2021)年10月 
【主な活動】 ・貧困や家庭環境により困難を抱えたこどもを対象とした衣食に関する支援事業を地域

や関係機関と連携し継続的に実施 
・学校等で朝ごはんカフェ・おやつカフェの開催しこどもの「見えにくい食」を支援 

【主な成果】    ・こどもの食の貧困の一時的解消を図ることができた。 
・企業のフードロスになる食料を活用することで廃棄物を削減した。 
・フードパントリーの実施により学生が本取組へ興味を持ち、参加する契機となった。 

◯大柿地区の豊かな自然を守り・活かし次世代が活躍
出来る場所の創出 

 ・特定非営利活動法人自然史データバンクアニマ
net 

【取組開始】 ・令和２(2020)年１月 
【主な活動】           ・野生鳥獣の被害が多く、地域住民の高齢化が進み荒廃する大柿地区で、地域の学生や 

不登校児童とともに里山の整備を行い、自然保護活動を実施 
・空き家問題を解決する、伐採木を利用した空き家のリノベーション事業 

【主な成果】 ・野生鳥獣被害の低下につなぐことができた。 
・空き家のリノベーションの実施により、移住希望者があり空き家問題の一部解決につ 
なぐことができた。 

 


